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伝統文化に触れる新春

〈１年音楽の授業〉 〈２年体育の授業〉 〈書初め大会(３年)〉

３学期のはじめの一ヶ月は、梅田中学校では伝統文化に触れる１月です。３学期始業式の書き初め大会に

始まり、１年生音楽での琴演奏、１・２年生体育では、武道の領域で剣道の学習です。琴の演奏では、慣れ

ないながらも一生懸命に取り組み、校舎に琴の音が響き渡っていました。また、

体育の授業では、生徒は裸足になり、一生懸命に竹刀を振っています。剣道

の道場では､防具を着けるまでに何ヶ月もかかりますが、体育の授業というこ

とで､指導内容をできるだけ簡略化し、２年生では抜き技にも取り組みました。

「面抜き胴」の技を立派に決めています。１年生も、最初は「痛い」「怖い」

「足が冷たい」といった言葉も聞かれましたが、いろいろな技術を身に付け

るにしたがって、その魅力にとりつかれていったようです。一生懸命に取り

組み「部活でもこんなに汗をかかない。」といった発言も聞かれました。北爪教

頭も防具を着けて、楽しそうに生徒の指導にあたっていました。

これらの授業をきっかけに、日本の伝統文化に興味を持ってもらえるとうれ

しいです。 〈手本を示す北爪教頭〉

１年生 職業講話
２月６日（月）に「何のために勉強するのか」という題で､１年生を対象に職業講話を開催いたしました（群

馬経済同友会の事業）。講師は､学習塾塾長（経営）の 林 明夫 先生です。先生は大学の客員教授や企業の社

外取締役等、他にも幅広く活動されており、栃木県のラジオ放送に自分の番組（「林明夫の歩きながら考える」）

をお持ちだそうです。

林先生は講話の中で「学び続けることの大切さ。良い仕事をするためには学び続けなければならない」「仕

事とは、お客様（社会）の問題を解決し､社会の役に

立つことであり、お役に立つことが働くことの喜びで

ある」。そして､「勉強は将来の役に立つのか？」とい

う疑問に対して、教科の勉強はもちろん､学校での教

育活動全てが､より良く生きるために役立つというこ

とを､実例を交えながらお話しいただきました。１年

生のみなさんには、この講話の中で気づいたことを、

〈 林 明夫 先生 〉 〈 講話中の様子 〉 これからの生活（学び）に活かしてください。



子供いじめ防止会議

２月１日（火）いじめ防止子供会議が、「表に出

せない相手の気持ちを理解し自分の行動を考えるこ

とで、お互いを大切にし合う関係を作るために、私

たちにできること」をテーマに境野中学校・川内中

学校・黒保根学園・樹徳中学校・梅田中学校の５校

によってリモート開催されました。

本校でからは、生徒会長の後藤咲くん（２年）、

副会長の橘千都さん（２年）、副会長の櫻井空花さ

ん（２年）が参加し、テーマに関わる梅田中学校の

取組として、「縦割りレクレーション活動」や「あ

いさつ運動の再実施」等、生徒会の活動について発

〈発表前アイスブレイクの様子〉 表しました。質問場面では、各校とも良い取組を取

り入れようと活発な意見交換が行われ、梅田中にもたくさんの質問がありました。この会議で学んだことを、

これからの生徒会活動に活かしてほしいと思います。

３年生ダンス発表会！

２月３日（金）の２校時目に、３年生のダンス

発表会が開催されました。

３学期になってから、保健体育の授業の中で

自分たちで選んだダンスに一生懸命取り組んで

きました。最初は恥ずかしい気持ちもあったよ

うですが、練習を重ねるうちに楽しくなってき

たようです。ダンス発表の直前まで、タブレッ

トを見ながら真剣に自分たちの踊りを確認して

いました。

発表会では、どのグループも練習を重ねた成

果を十分に発揮してくれました。受験勉強のた

め運動する機会が減っているとは思いますが、

このダンスの授業は、運動不足解消と良い気分

転換になったようです。

【表彰関係】
青少年読書感想文全国コンクール群馬県審査

自由読書 入選 ３年 糸井 麻央さん

府中市招待関東中学生卓球大会 ３年生 ダンス発表の様子

男子団体 ５位

桐生市･みどり市中学校冬季卓球大会 ３年生は１月から始まった私立高校入試も一段落

男子団体 優勝 卓球部 し、２月１３日（月）１４日（火）の２日間で群馬

男子シングル 県公立高校前期選抜試験が行われます。

３位 ２年 後藤 咲くん・小島 悠禅くん 群馬県公立高校の前期・後期の２回に分けた選抜

５位 ２年 蛭間 翔琉くん 試験も今年度が最後です。来年度からの群馬県公立

１年男子シングル 高校選抜試験は１回のみになります。（ただし、志

優勝 細野 大晴くん・５位 渡邉樹来哉くん 願先変更は２回実施されます。）
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